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十
月
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
月
間 

   

当
社
の
境
内
社
で
あ
る
乳
神
神
社
に
は
、

全
国
各
地
か
ら
乳
が
ん
で
悩
む
方
々
が
参
拝

に
来
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
三
年
よ
り
、
乳

が
ん
の
啓
発
活
動
で
あ
る
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運

動
」
に
賛
同
し
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
十
月
の

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
月
間
で
は
、
乳
神
神
社
の

周
り
を
燈
明
と
ピ
ン
ク
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
致

し
ま
す
。
夜
間
、
自
由
に
参
拝
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
ゆ
っ
く
り
お
参
り
く
だ
さ
い
。
参
拝

者
に
は
、
乳
が
ん
検
診
の
パ
ン
プ
レ
ッ
ト
や
自

己
検
診
ガ
イ
ド
付
き
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
と
か
ち
女
性
が
ん
患
者
の
集
い 

プ
レ
シ

ャ
ス
さ
ん
の
「
ち
あ
ぱ
い
」
（
乳
房
パ
ッ
ト
）

の
無
料
配
布
も
致
し
ま
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の

日
時
は
下
記
の
通
り
で
す
。 

十
月
八
日(

日)
 

午
後
六
時
～
八
時 

十
月
十
四
日(

土)
 

 

午
後
六
時
～
八
時 

十
月
二
十
一
日(

土)
 

午
後
六
時
～
八
時 

十
月
二
十
八
日(

土)
 

午
後
六
時
～
八
時 

          

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
と
は 

乳
が
ん
の
撲
滅
、
早
期
検
査
を
啓
発
・
推
進

す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
世
界
規
模
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。
一
九
八
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
の

乳
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
た
患
者
さ
ん
の
家
族

が
「
こ
の
よ
う
な
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ

う
に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
作
っ
た
リ
ボ
ン
か

ら
啓
発
活
動
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。 

第
十
回
癒
し
の
杜
（
も
り
） 

作
品
展
の
ご
案
内 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
少
し
で
も
参
拝
者
の
心
の

癒
し
に
な
れ
ば
と
始
ま
っ
た
癒
し
の
杜
（
も
り
）

作
品
展
も
今
回
で
十
回
目
を
数
え
ま
す
。
癒
し

を
テ
ー
マ
に
創
作
活
動
を
続
け
る
六
人
の
作

家
が
浦
幌
神
社
社
務
所
に
集
い
ま
す
。
左
記
の

通
り
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
入
場
無
料
） 

日
時 

令
和
五
年
十
月
十
四
日
～
十
五
日 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

場
所 

浦
幌
神
社
社
務
所 

出
展
さ
れ
る
作
家
さ
ん
（
敬
称
略
） 

・
癒
し
工
房 

燈 

・
陶
の
杜 

・
杜
の
住
人 

・H
am

u ham
u
 

・
ひ
つ
じ
づ
き(

十
五
日) 

       

や
す
ら
ぎ
短
信 

令和 5 年  
10 月号  
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秋
季
例
大
祭
を
斎
行 

 
去

る

九

月

二

十

日
、
浦
幌
神
社
秋
季

例
大
祭
を
斎
行
致
し

ま
し
た
。
例
大
祭
は

当
社
に
お
い
て
、
ご

創
祀
の
明
治
二
十
九

年
よ
り
先
人
た
ち
が

受
け
継
い
で
き
た
重

儀
で
あ
り
、
浦
幌
町
の
安
寧
と
繁
栄
の
祈
り
が

込
め
ら
れ
ま
す
。
今
年
も
氏
子
会
役
員
、
総
代
、

世
話
役
、
崇
敬
者
の
皆
様
と
共
に
豊
作
、
豊
漁
、

豊
緑
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
繁
栄
を
お
祈
致
し
ま

し
た
。
今
年
は
令
和
元
年
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で
自

粛
し
て
い
た
空
手
道
（
浦
幌
町
空
手
道
連
盟
・

少
年
団
）
、
剣
道
（
浦
幌
剣
道
少
年
団
）
神
楽

舞
（
浦
幌
神
社
神
楽
舞
月
姫
会
）
の
奉
納
行
事

を
四
年
ぶ
り
に
復
活
致
し
、
久
し
ぶ
り
に
殿
内

に
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
り
ま

し
た
。
緊
張
し
な
が
ら
も
真
剣
に
舞
や
武
道
を

神
前
に
奉
納
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。 

 

            
乳
神
神
社
秋
季
祭
を
斎
行 

 

九
月
二
十
一
日
、
乳
神
神
社
秋
季
祭
を
斎
行

致
し
ま
し
た
。
ご
神
体
の
ナ
ラ
の
コ
ブ
が
鎮
ま

る
ご
本
殿
の
御
扉
を
お

開
き
し
、
宮
司
が
祝
詞
を

奏
上
、
町
内
外
よ
り
訪
れ

た
参
列
者
と
共
に
日
頃

の
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ

ま
し
た
。 

秋
季
社
日
祭
を
斎
行 

九
月
二
十
一
日
、
秋
季

社
日
祭
を
斎
行
致
し
ま

し
た
。
社
日
祭
は
農
耕
神

に
五
穀
豊
穣
と
農
事
安

全
を
祈
願
す
る
お
祭
り

で
す
。
今
年
は
例
年
に
な

い
猛
暑
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
が
な
く
、
豊
穣
の
秋
へ
と
お
導

き
い
た
だ
く
よ
う
参
列
者
と
共
に
お
祈
り
致

し
ま
し
た
。 

七
五
三
参
り
の
ご
案
内 

 

令
和
五
年
の
該
当
者
（
数
え
年
） 

男
子 

令
和
三
年 

 
 

 
 

 
 

 

三
歳 

 
 

 

平
成
三
十
一
年
・
令
和
元
年 

五
歳 

女
子 

令
和
三
年 

 
 

 
 

 
 
 
 

三
歳 

 
 

 

平
成
二
十
九
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
歳 

 

十
一
月
末
ま
で
予
約
に
て
ご
奉
仕
致
し
ま
す
。 

 
 

（
玉
串
料
三
千
円
よ
り
お
気
持
ち
） 

発
行 

浦 

幌 

神 

社 

社 

務 

所 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
字
東
山
町
十
八
番
地
の
一 

電
話 

〇
一
五-

五
七
六-

二
四
四
八 

    

 


